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２５．７．１８ 

日本スープ協会の取り組みについて 

 

Ⅰ 協会の概要 

設  立 ： 昭和５５年７月１４日 

目  的 ： 日本スープ協会は、わが国におけるスープ産業の技術改善と品質向上に努め、併せて、 

流通の安定化を図り、当業界の健全な発展に資するとともに会員相互の親睦を図ることを 

目的とする。 

住  所 ： 〒１６０－０００４  東京都新宿区四谷３－４ エフビル５Ｆ 

会  員 ： １３企業（正会員１１社、賛助会員２社） 

事業内容 

・ 共同の目的に関する調査研究 

・ 情報の収集、交換 

・ 関係官公庁の諮問に対する答申、建議及び請願 

・ 関係諸団体との連絡 

・ 上記のほか、本会の目的を達成するのに必要な事業 

 

Ⅱ 最近の主な取り組み 

１．会員向け 

（１） 特別講演会（年２回実施） 

新たな食品表示制度の動向、食品産業をめぐる最近の諸問題等 

（２） 連絡協議会(年２回実施) 

農政事業説明、事業計画・報告、意見交換等 

２．一般向け 

１２月２２日の「スープの日」に先駆けて、朝食の必要性やスープの栄養についてのセミナーを実施し

ています。 ※スープの日（１２月２２日：いつも フーフー） 

【昨年】 

メインテーマ「１日のスタートは 朝のスープから！」のセミナーを開催しました。 

（１） 開催日：平成２４年１２月１１日（火） １４：００～１６：００ 

（２） 会  場：お茶の水 ホテルジュラク ２階 孔雀の間 

（３） セミナー内容 

① 基調講演  

テーマ：「スープを利用してハリのある生活」 

講師 蒲池桂子氏（女子栄養大学栄養クリニック教授、管理栄養士、栄養学博士） 

② トークセッション  

テーマ：「スープで楽しく健康づくり」 

蒲池先生 

佐藤秀美氏（学術博士（食物学）、栄養士） 

御堂直樹氏（クノール食品㈱部長、農学博士） 

③ 募集人数：１００名（事前申し込み制、抽選）→セミナー参加者１２０人（会員等含む） 

 

※農畜産業振興機構で作成された「キャベツ等６品目のレシピや選び方」を掲載したリーフレットをセミ

ナー会場後方に置き、セミナー終了後、興味のある方にお渡しした。 

 

資料４ 



- 2 - 

 

【本年（案）】 

（１） 開催日：平成２５年１２月１６日（月）１４：００～１６：００    

（２） 会 場：アイビーホール青学会館「サフランの間」 （渋谷） 

（３） セミナーの内容 

① 基調講演             

テーマ（仮題）：“１日のスタートは 朝のスープから！”～スープの栄養と食育について～（検討中） 

武見ゆかり氏（女子栄養大学教授、博士（栄養学）、管理栄養士） 

② トークセッション 

テーマ（仮題）：スープで楽しく健康づくり（昨年と同じ、検討・相談中） 

武見先生 

若林三弥子氏（料理研究家、サロンアドバイザー、料理サロン ボアメーザ主宰） 

御堂直樹氏（クノール食品㈱部長、農学博士） 

 

 【一般向けに協会ＨＰでプレゼントを実施】→毎年実施 

① 実施時期： ９月 

② テーマ： “一日のスタートは 朝のスープから！”（昨年） 

③ プレゼント数： 抽選で５０名 

④ スープをプレゼントする中で、食育の主要テーマ（目標）等を掲載し食育の推進を図った。 

 （主要テーマ等） 

＊ 平成２２年度食育推進に関するポスターを掲載（昨年度と同じ福岡県の中学２年生の作品） 

＊ 朝食で、いきいきした１日を始めましょう。毎月１９日は「食育の日」です。 

＊ 厚生労働省と農林水産省の共同により策定された「食事バランスガイド」を使って、自分や家族の

食事をチェックしてみてください。 

 

３．重点事項（食品の表示関係） 

（１） 乾燥スープの表示に関するガイドラインの見直し（業界用） 

作成 平成２２年１月２７日  発行 平成２２年５月１４日（総会承認） 

 

（２） スープ類の日付表示に関するガイドラインを作成（業界用） 

承認 平成２５年５月２１日  発行 平成２５年５月２１日 

 

（３） 乾燥スープのＪＡＳ規格見直し 

平成２５年 ２月１８日（月） 乾燥スープのＪＡＳ規格の原案作成委員会（ＦＡＭＩＣ主催） 

※今後の予定：パブリックコメント等による意見募集（７月）→ＪＡＳ規格調査会→官報告示 

（改正内容） 

乾燥スープのＪＡＳ規格について、現在の製造、流通の実態等を踏まえ、 

① 食品添加物についてポジティブ制度から、食品添加物の使用が必要かつ最小限であることを消

費者に伝える規定にします。 

② 異物の規定を削除する等の改正を行う予定です。 

 

（４） その他 

乾燥スープには、乾燥スープ品質表示基準（個別品評）がありますが、食品表示の一元化の法

体系の中で、個別品評はなくなる方向で進んでいます。 


